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【Zigzag-memo  No013】私の目指す思考性「三方縁
円

」 

 

五輪塔から学ぶ応用編である。 

 

（奈良市西大寺奥の院） 一般的構成 五大 構成の根拠 (参考/五行) 
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蘡田嘉一郎著「宝篋印塔の起源 続五輪塔の起源」（綜芸舎）P120 に五輪塔を平面的にデフォルメす

ると図－２のように描けるとある。三角の火輪がなぜ正方形なのかということは書かれてはいないが、

三角を二つ合わせると四角形になるのだ、逆に四角形は二つの三角形に分解できるということから来て

いるのだろう。なぜ、これは円の方形化（円と等しい面積の方形を作れるかという数学上の歴史的問

題）が発想の原点にあったようである。なお、幾何学的な形を定義出来るのは最小の３点を以って形成

される三角形である。 
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そこでこの応用拡大版、私の推論（仮説）を記述する。まずは大前提がある、あらゆる事象の

「もの・こと」に対する向き合い方において、その考え方、評価の仕方、生き方において、一つ

の、一面の、一つの切り口からだけの一方通行の捉え方は取らないように意識している、そのよう

な捉われ方は、自分を四角四面に押し込んで限定した生き方――ネットで囲んだ檻の中に入って一

人相撲している滑稽な状態になってしまうからである、それは、一生一度の人生にとってはとても

もったいないことになるからである。 

さて、老子等による陰陽の原初においては「一は二を生じ、二は三を生じ、三は万物を生ずる。

（よって、被生成万物の最初が四となる。）」として数字の自然数に重ねている。一方、易経は、陰

陽の発展段階に生まれ「易に太極あり、これ両儀を生ず。両儀は四象を生じ、四象は八 卦
け（か）

を生ず

る。」と数字の累乗で生み出している。すなわち、陰陽二元の自然数適用の思想をより複雑・高度に止

揚を図ったものである。老子の「二」は易の「両儀」に相当することからは「四象」が被生成万物の最

初の数値となる。混沌の何もかもが統合されたものを「一」とするならば、そこが生成した最初の

形のあるものは「四」ということになる、重要な基点の「一と四」を合わせた「五」に対して、宇

宙成立の要素で置き換えた――組み立て直した時の五大要素が「地水火風空」となったということ

だろう。 

 ここで浮かんだのは「中」のこと、娑婆界の安っぽい妥協・打算のことではない
N o n

。とても厳粛な真理

の一点を指す究極の平衡点「中」である、中心の中、中間の中である。世の中の識者はみな「要はバラ

ンスである。」と豪語する、ならば、図－３のとおりの象形的構造からは、偏った、固執した、拘泥し

た思想信条をご破算すべきである。 
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① ② ③ ④ ⑤ 

→ → → → 

 
 

 

 
⑥（③から） ⑦ ⑧ ⑨ 

⑥；長方形に対角線を入れる。⑦；垂直の動き、水平の動きに、そこに満足せず斜線の動きを入

れる。⑧；⑦の動きを左右上下に反転させる。⑨；志向性・思考性のごちゃ混ぜを意味する。 

「中」の縦直線象形は、平面的には「点」になる。 

図－３ 
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 そして、「四」の先は、生成を膨張させていくと無限性の円で表現するに至る。近江商人の「三方よ

し」――売り手・買い手・社会の三者が満足する循環的商売――が有名であるが、私の三方は次のとお

りである。 

幾何学上、点と、または、その二つの点を結んだ線は、形とは言わない、位置取りをしたということ

だけである。３点を決めるとやっと形を定義が出来て「三角形」となる。世の中ではよく縦軸と横軸と

いう語彙を以って組織改革や活性化の論を展開するが、私は、それにもう一つの方向性「斜め、斜軸」

の付加が大事だと思っている。よって、ここでの三角形は思考性・志向性の代弁者的象徴とする。次に

四角形（＝方形）はその三角形を反転組み合わせたもので発展性と共に、それでも閉じた空間であるか

らには「自利」の象徴とする。次に円は、四角形を形作る点を無限に増やした先に成立する形であるこ

とからは「利他」の象徴とする。 

 

形 仮託した意味合い 

三角形 思考の基本形として柔軟性を陶冶する世界 
三者統合された一点の世界 

（虚空調和） 
四角形(方

．
形) 思考・志向の発展形で事上磨錬した自利の世界 

円 自利を基点に発展的解消を以って利他の世界 

「三方縁
円

」 

 

 特に、三角形には次の意味合いを与えている。 

 

私の言う「三方縁
円

」は、すなわち、自分と仲間（家族）と社会の「三方よし」に結ぶ意識である。 

 結局、五輪・五大は、「三方縁
円

」に収れんした、収れんせしめたということである。これが私の考え

方の一面である。 

 

 

 

Ⓐ広化
こ う か

―――長期的思考 

左右を右往左往する
、、、、、、

 

右
の
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Ⓑ深化
じ ん か

―――根本的思考 

上下を振幅往復する 

Ⓒ進化
し ん か

―――多面的思考 

前後に前進後退する 

図(表)－２ 
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 ここまで来て、近年、社会や企業において話題に上るDEI 

[
 
 
 
 𝐷𝑖𝑣𝑒𝑟𝑠𝑖𝑡𝑦 (ダイバーシティ: 多様性)

𝐸𝑞𝑢𝑖𝑡𝑦 (エクイティ ∶ 公平性)

𝐼𝑛𝑐𝑙𝑢𝑠𝑖𝑜𝑛 (インクルージョン: 包括性)]
 
 
 
 

を取り上げる。ここでは一つ一つの解説ではなく私の直観の解釈である、「不二(一如)の法門」の観点に

立てば、図(表)－８、および図－９のとおりの概念となる。 

 

DEI 観 陰陽二元観 

Diversity (ダイバーシティ 多様性 
個体相互の対比性の視座、違いを認め合

う個性尊重の視座 
二元（差別

しゃべつ

相） 

Equity (エクイティ 公平性 
一人ひとりの事情配慮を以って優劣的差

別を排除する視座、機会均等の視座 
合一
ごういつ

（平等相） 

Inclusion (インクルージョン 包括性 
個別能力の最大限発揮にこそ、組織全体

の活力・躍動性が生まれるという視座 
統合体 

図(表)－８ 

 

 

私が常日頃から声高に言う対等互啓（恵）とは、DEI の価値観と「不二(一如)の法門」の視座を併せ

持った統合的理念を指している。逆説的に平たく言うと “やったことない”、“無理だ”、“できね－”とい

う醜態三美言“を吐く我執拡散型姿勢、そして”あれだめだ、これだめだ”という自己隔離型姿勢は破滅的

であり、百害あって一利なしであるとする理念である。 

 

 

（end） 
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